
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

①《特集》現代ボランティア事情 なぜボランティアという？ いわない？

⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

 「ＤＷＡＴ」って？
⑫《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

偶然か必然か……転機の数年間
三井 ハルコ （特定非営利活動法人市民事務局かわにし 理事長）

⑬《東日本大震災 大熊発～現地から伝える「被災地の今」》  

問題を抱え悶 と々する先にある未来を
一緒に考える大熊未来塾
掃部 郁子（NPO法人うつくしまブランチ 理事）

⑭《V時評》

1.「新しい生活困難層」の拡大と
体験格差〜体験につなぐ支援を〜

2.再考「ポリコレ」の有用性
⑯《毎日NPO！ 山田発信　組織と事業の支援論》

最近、寄付をしていますか？～寄付のすすめ～
山田 泰久（公益財団法人日本非営利組織評価センター 業務執行理事）

No.557   2024

⑱《現場は語る～コーディネートの現場から》

異なる強みを持つ中間支援組織の
連携による可能性
白井 恭子 （特例認定NPO法人まちづくりスポット大津 コーディネーター）

㉑《情報ピックアップ》  

㉒《U35のSocial Good》 

「MANABIYA ／ CatCareer ／
学生協同会議」

㉔《この人に》 

川口 加奈さん （認定ＮＰＯ法人Ｈｏｍｅｄｏｏｒ 理事長）

㉖《アゴラ／シネマ／ライブラリー》
Ｗｈｅｅｌｃｈａｉｒ ｃａｆｅ ＳＰＲＩＮＧ／『江里はみんなと
生きていく』／書籍紹介

㉘《晴れ時々ボランティア》 

酒井 史さん（特定非営利活動法人enne 代表理事）

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃ
ない～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成
分野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づく
り」「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・減災活動への支
援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金
は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。
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　日本において、「ボランティア」という言葉はなかなか厄介だ。「こ
れって、ボランティアなの？」と首をかしげる事象が「ボランティア」
と表現されたり、逆に「これって、ボランティアだよね」という活動
が「ボランティア」と呼ばれなかったり。さらに、首をかしげるポイ
ントと角度は人によってさまざまだ。
　もちろん、あらゆる言葉の捉え方には幅がある。しかし、「ボランティ
ア」の本来の意味から離れた捉え方、使われ方に出合うと、モヤモヤ
してしまう。今、「ボランティア」という言葉はどのように登場する
のか、しないのか。2024 年現在のボランティアをめぐる状況の一
端を、言葉を手がかりにのぞいてみたい。

特 集

現 代
ボランティア

事 情

【特集チーム】
筒井 のり子、竹内 友章、永井 美佳、早瀬 昇、
増田 宏幸、山中 大輔、百瀬 真友美

なぜ
ボランティア

という？
 いわない？
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と
び
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
都
美

術
館
、
東
京
藝
術
大
学
、
市
民
が
協
働
し

て
取
り
組
む
、
ア
ー
ト
を
介
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
育
む
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

し
た
の
は
、
東
京
都
美
術
館
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
２
０
１
２
年
。
開

設
の
準
備
中
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
容
易
に
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
社
会
で
実
感
さ

れ
て
い
る
中
、
作
品
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
人
々
が
集
い
、
つ

な
が
れ
る
場
所
に
美
術
館
が
な
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
考
え
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背

景
に
あ
る
。
美
術
館
を
拠
点
に
、
東
京
都

美
術
館
の
学
芸
員
、
東
京
藝
術
大
学
の
教

員
ら
ス
タ
ッ
フ
、
市
民
が
対
等
に
関
わ
る

こ
と
で
、
よ
り
多
様
で
よ
り
多
く
の
社
会

的
な
取
り
組
み
を
新
し
く
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
市
民
は
ア
ー

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、「
と
び
ラ
ー
」
と
い
う
愛
称
で
呼

ば
れ
て
い
る
。
愛
称
に
は
東
京
都
美
術
館

の
略
称
で
あ
る
「
都
美
（
と
び
）」
と
「
新

し
い
扉
を
開
く
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ

て
い
る
。
毎
年
公
募
し
、
書
類
と
面
接
を

経
て
40
人
程
度
が
選
ば
れ
る
。
選
考
は
、

属
性
が
偏
ら
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
て
い
る
そ
う
だ
。
美
術
を
専
攻
し
て
い

る
学
生
や
美
術
に
関
す
る
職
業
の
人
だ
け

で
な
く
、
年
齢
も
、
性
別
も
多
様
な
人
た

ち
で
と
び
ラ
ー
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
任

期
は
３
年
で
、
現
在
は
１
２
９
人
が
活
動

し
て
い
る
。

　
と
び
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
「
学

ぶ
こ
と
」
と
「
実
践
す
る
こ
と
」
が
あ
り
、

学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
、
実
践
し
た
こ

と
を
学
び
に
生
か
す
と
い
う
よ
う
に
、
学

び
と
実
践
を
行
き
来
す
る
。

　
と
び
ラ
ー
に
な
る
と
ま
ず
は
基
礎
講
座

に
参
加
し
、
相
手
に
関
心
を
寄
せ
て
話
を

「
き
く
」
力
や
、「
よ
い
会
議
」
を
す
る
た

め
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
様

な
背
景
を
も
つ
人
が
一
緒
に
活
動
す
る
上

で
大
切
な
ア
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
と

し
て
の
あ
り
方
を
学
ぶ
。
実
践
講
座
は
、

美
術
館
に
来
ら
れ
な
い
人
、
来
に
く
い
人

の
美
術
館
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を

考
え
る
ア
ク
セ
ス
講
座
、
対
話
を
通
し
て

作
品
を
楽
し
み
鑑
賞
を
深
め
る
場
づ
く
り

を
学
ぶ
鑑
賞
実
践
講
座
、
建
築
空
間
を
介

し
て
人
々
を
つ
な
ぐ
場
の
デ
ザ
イ
ン
を
学

ぶ
建
築
実
践
講
座
の
３
講
座
が
あ
り
、
一

つ
以
上
を
受
講
す
る
。

　
「
実
践
す
る
こ
と
」
に
は
、
子
ど
も
が

初
め
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
来
る
き
っ
か
け

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
に
つ
な
が
る
鑑
賞
会
、「
障
害
の
あ

る
方
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
会
」
な
ど
の
活

動
が
あ
る
。
と
び
ラ
ー
は
、
来
館
者
と
同

じ
く
作
品
を
享
受
す
る
立
場
と
、
来
館
者

を
美
術
館
に
迎
え
る
立
場
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
人
と
美
術
館
と

の
つ
な
ぎ
手
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
「
と
び
ラ
ボ
」
と
い
う
、
と
び
ラ
ー
が

自
発
的
に
必
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
、
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
、
他
の
と
び
ラ
ー
に
呼

び
か
け
、
集
ま
っ
た
と
び
ラ
ー
で
実
践
す

る
仕
組
み
が
あ
る
。

　

３
年
の
任
期
を
終
え
た
後
も
、
と
び

ラ
ー
と
し
て
活
動
し
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
活
す
る
場
所
で
、

ア
ー
ト
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ

て
い
く
。
こ
こ
ま
で
目
的
と
し
て
い
る
こ

と
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
ゆ
え
ん
だ
。
３
年
間
の
活
動
を

経
て
、
価
値
観
が
変
わ
っ
た
り
、
転
職
し

た
り
、
新
た
な
活
動
を
始
め
た
り
と
、
人

生
の
転
機
と
な
っ
た
人
も
多
い
。

①学校と連携した鑑賞授業で「うえののそこから『はじまり、はじまり』荒木珠奈 展」
に来た子どもたちととびラー②高齢者との鑑賞会。東京藝術大学大学美術館にて

（写真＝中島佑輔） ③とびラボプログラム「とびラジオ」

美
術
館
を
拠
点
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

ア
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
、「
と
び
ラ
ー
」

①②

❸
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特集

（
注
）
前
野
隆
司
『
幸
せ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

実
践
・
幸
福
学
入
門
』、
津
々
木
晶
子
他
「
多
様
性
適
応
力
評
価
尺
度
の
開
発
と
適
用
の
試
み
」
を
基
に
コ
モ
ン
ビ
ー
ト
が
調
査
項
目
を
作
成
。

誰
で
も
舞
台
に
立
て
る

異
文
化
理
解
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
モ
ン
ビ
ー

ト
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
異
文

化
理
解
が
テ
ー
マ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
Ａア 

Ｃコ

モ

ン

Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｂビ

ー

ト

Ｅ
Ａ
Ｔ
」
を
市
民

１
０
０
人
が
１
０
０
日
間
で
つ
く
り
あ
げ
る

「
１
０
０
人
１
０
０
日
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

®
」

だ
。
作
品
は
米
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
２
０
０
０

年
に
製
作
し
た
も
の
で
、
コ
モ
ン
ビ
ー
ト

は
許
諾
を
受
け
日
本
語
化
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
演
出
を
加
え
て
上
演
し
て
い
る
。
上
演

回
数
は
、
04
年
の
法
人
設
立
以
来
23
年
ま

で
に
１
８
９
回
。
観
客
動
員
数
は
24
万
人

に
お
よ
ぶ
。

　
舞
台
に
立
つ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
キ
ャ
ス
ト

は
、
公
演
ご
と
に
公
募
で
集
ま
る
一
般
市

民
約
１
０
０
人
。
歌
や
ダ
ン
ス
の
経
験

は
不
問
で
、
原
則
先
着
順
で
受
け
入
れ

る
。
参
加
費
は
一
般
６
万
円
・
学
生
４
万

円
で
、
１
０
０
日
間
の
週
末
に
練
習
を
重

ね
て
、
こ
れ
ま
で
約
７
千
人
が
舞
台
に
上

が
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
前
後
で
参
加

者
の
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
「
多
様

性
適
応
力
」に
つ
い
て
測
っ
た
（
注
）結
果
、

「
や
っ
て
み
よ
う
因
子
」「
個
性
を
発
揮
す

る
力
」
な
ど
の
指
標
全
て
の
平
均
値
が
向

上
し
た
（
23
年
度
）。

会
場
運
営
に
あ
た
る
の
は　
　

ウ
ェ
ル
カ
ム
キ
ャ
ス
ト

　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
担
当
は
事
務
局
員
が
務
め
、
舞

台
監
督
、
照
明
、
音
響
は
プ
ロ
が
入
る

が
、
会
場
運
営
は
１
公
演
あ
た
り
１
０
０

人
く
ら
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ウ
ェ
ル
カ

ム
キ
ャ
ス
ト
」（
以
下
、
ウ
ェ
ル
キ
ャ
ス
）

が
担
う
。
活
動
内
容
は
入
場
誘
導
や
チ

とびらプロジェクト担当の東
京都美術館・熊

くま

谷
がい

香
か

寿
ず

美
み

さん、
東京藝術大学・小

こ

牟
む

田
た

悠
ゆう

介
すけ

さ
んから話を聞いた

「
利
他
」
じ
ゃ
な
い
、
ス
タ
ッ
フ
で
も
な
い
。
私
た
ち
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
キ
ャ
ス
ト

ミュージカル「A COMMON BEAT」公演の様子

　
こ
こ
で
育
ま
れ
る
ア
ー
ト
を
介
し
た
つ

な
が
り
を
「
文
化
縁
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
「
文
化
縁
」
は
と
び
ラ
ー
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
と
び
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
人
や
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
の
約
３
０
０
０
人
の
登
録
者
も

い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
わ
り
方
が

広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、と
び
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ー
ト
を
介
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
取
り
組
み
が
、
岐
阜

県
美
術
館
や
八
戸
市
美
術
館
な
ど
の
美
術

館
や
、
川
崎
市
、
愛
媛
県
と
い
っ
た
自
治

体
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の

特
色
や
課
題
に
合
わ
せ
て
ア
ー
ト
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
で
あ
る
市
民
が
主
体
的
に

楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
る
。

　
「
ア
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
」
と
い

う
名
称
に
し
た
背
景
に
は
、
美
術
館
業
界

で
１
９
９
０
年
代
か
ら
「
美
術
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
は
広
報

記
事
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
や
展
示
作
品
の
解

説
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
制
作
サ
ポ
ー

ト
な
ど
だ
が
、
あ
ら
か
じ
め
美
術
館
側
が

決
め
た
活
動
を
す
る
、
い
わ
ば
美
術
館
の

「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
。
と
び
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加

者
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
名
称
で

募
集
す
る
と
、
同
様
に
美
術
館
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
活
動
だ
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
と

考
え
、従
来
の
「
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
活
動
内
容
と
、
と

び
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
活
動
は
異
な
る

も
の
だ
と
伝
え
る
た
め
、
新
た
に
ア
ー

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
と
い
う
名
称
を
つ

く
っ
た
。
美
術
館
と
対
等
な
立
場
で
、
新

し
い
活
動
を
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
と
し
て
考

え
る
仲
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た

の
だ
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
語
源
は
、
本
誌

名
で
も
あ
る
ラ
テ
ン
語
Ｖウ

ォ

ロ

ｏ
ｌ
ｏ
（
自
ら

〜
す
る
）
や
ｖ

ウ

ォ

ラ

ン

タ

ス

ｏ
ｌ
ｕ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
（
意

志
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
来
の
意
味
は

「
自
発
的
な
意
志
に
よ
る
行
動
」
を
指
し
、

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
主
体
的
に
考
え

て
、
行
動
す
る
活
動
で
あ
る
。
ア
ー
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
は
、
課
題
解
決
の
た
め

に
主
体
的
に
考
え
て
行
動
す
る
と
い
う
点

で
、
活
動
の
姿
勢
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
一
緒
だ
が
、
ア
ー
ト
を
介
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
育
む
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が「
ア
ー
ト
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

編
集
委
員　

山
中 

大
輔
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「
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
」っ
て
？

　

Ｄデ
ィ
ー
ワ
ッ
ト

Ｗ
Ａ
Ｔ
（D

isaster W
elfare A

ssist-
ance Team

：
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）
は
、

避
難
所
等
に
お
い
て
、
要
配
慮
者
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
生
活
機
能
の
低

下
や
要
介
護
度
の
重
度
化
な
ど
の
二
次
被
害

を
防
止
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
等
か
ら
組
成
さ
れ
た
福
祉

の
専
門
職
チ
ー
ム
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災

を
機
に
、
岩
手
県
や
京
都
府
に
お
い
て
独
自

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、２
０
１
８
年
の「
災

害
時
の
福
祉
支
援
体
制
の
整
備
に
向
け
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
発
出
を
契
機
に
、
国
に
よ
る

体
制
整
備
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
各
都
道

府
県
で
チ
ー
ム
組
成
が
進
み
、
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
で
は
、
47
都
道
府
県
の
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
チ
ー
ム
員
が
石
川
県
で
の
支
援
活
動
に
あ

た
っ
た
。

　

日
々
状
況
が
変
化
す
る
被
災
地
に
お
い

て
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
な
ど
避
難
所

の
環
境
整
備
に
始
ま
り
、
認
知
症
高
齢
者
や

障
害
児
を
抱
え
る
家
族
な
ど
、
や
や
も
す
る

と
避
難
所
で
孤
立
し
が
ち
な
要
配
慮
者
を
把

握
す
る
。
行
政
な
ど
必
要
な
関
係
者
や
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
い
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ

ス
に
よ
り
避
難
所
内
で
対
立
し
て
い
た
住
民

同
士
の
間
に
入
り
、
支
え
合
う
関
係
を
構
築

し
た
り
と
い
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　

未
曽
有
の
災
害
に
直
面
し
た
と
き
、
被
災

者
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
行
政
や
他

の
保
健
医
療
福
祉
関
係
者
と
連
携
・
協
働
し

て
福
祉
の
視
点
か
ら
被
災
地
を
支
え
る
の
が

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
で
あ
る
。

災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
央

セ
ン
タ
ー
（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）
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これからの社会を担う35歳
以下の社会起業家。素直な思
いと自由な発想は、どんな商
品・サービスを生んだのか。
若き起業家たちの「物語」に
は、きっとあなたにも伝わる

「熱さ」があります。 第45回

若者の立場からコミュニティーづくり
新
型
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
大
学
生
活

　
２
０
２
０
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
多

く
の
大
学
で
は
入
学
式
が
延
期
と
な
り
、
授

業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
た
め
通
常
よ
り
遅

い
開
始
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
高
木
裕
人
さ
ん
は
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
福
祉
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
科
に

入
学
し
た
。「
も
の
す
ご
く
問
題
意
識
が
あ
っ

た
と
か
、
高
校
生
の
時
に
何
か
の
活
動
を
し

て
い
た
と
か
で
は
な
く
て
、た
だ
漠
然
と『
社

会
の
理
不
尽
や
抑
圧
で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ

て
い
る
人
を
助
け
た
い
』
と
感
じ
て
い
て
、

そ
の
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
っ
て
大
切
だ
よ

な
と
思
っ
て
い
た
く
ら
い
」
で
進
路
を
決
め

た
。

　
新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
通
し
た
授
業
な
ど
「
半
年
間
は
大
学
生
活

に
慣
れ
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
」
と

振
り
返
る
。
多
く
の
学
生
が
孤
独
を
感
じ
て

い
た
。
そ
の
な
か
で
出
会
い
、
孤
独
を
共
有

し
た
仲
間
と
始
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
勉
強
会

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
や
そ
れ
を

育
む
面
白
さ
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
学
生
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
若
者
の
立

場
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
考
え
る

組
織
Ｃ
Ｏ
Ａ
ｓ
を
立
ち
上
げ
た
。

　
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
恵
ま
れ
た
家
庭
で

育
っ
て
、
特
に
生
活
面
で
苦
労
を
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
で
も
、
リ
ア
ル
な
人
付
き
合

い
が
な
い
ま
ま
大
学
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て

し
ま
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
休
み
。
友

達
と
の
関
わ
り
が
な
い
生
活
は
何
か
む
な
し

か
っ
た
」
と
高
木
さ
ん
。「
せ
っ
か
く
大
学

に
入
学
で
き
た
の
に
、
こ
の
状
況
で
何
も
で

き
な
い
の
は
悲
し
い
よ
ね
」
と
話
し
た
数
人

の
友
達
同
士
で
、「
集
ま
っ
て
話
を
す
る
場

所
づ
く
り
」
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。

つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
の
楽
し
さ

　
20
年
９
月
に
は
、
社
会
的
な
課
題
を
学
び

合
う
た
め
の
勉
強
会
と
し
て
活
動
を
本
格
化

さ
せ
た
。「
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
立

ち
上
げ
た
と
い
う
よ
り
は
、
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
話
を
す
る
目
的
が
ほ
し
か
っ
た
」
と

い
う
。
毎
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
に
所
属
す

る
10
人
程
度
の
学
生
が
参
加
し
て
意
見
交
換

し
、多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
場
と
な
っ
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
で
き
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
に
関
わ
っ
て
、
何
か
す
ご
い
楽
し
い
な
、

と
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
自
分
自
身
が
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
た
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
け
ど
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
瞬
間
に
立
ち

会
え
る
こ
と
は
楽
し
い
。
そ
の
こ
と
が
活
動

の
一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
」
と
自
身

の
変
化
を
語
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
会
を
重
ね
、
21
年

に
は
学
習
支
援
や
募
金
活
動
な
ど
六
つ
の
小

掲げるビジョンは「すべての人に、人生の拠点を」。「すべての人が
共にありたいように生きられる世界を創る」ことをテーマに、学生
を中心とした若い世代のコミュニティーづくりに取り組んでいる。
運営中のコミュニティー「MANABIYA」は自分の「まなび」を言
語化してつながる場で、「CatCareer」では中高生の無料自習室や
異世代交流イベントなどを運営している。

MANABIYA／CatCareer／
学生協同会議

一般社団法人 C
コ ア ズ

OAs
代表理事　高

たか

木
ぎ

 裕
ゆう

人
と

さん

提
供
（
全
て
）
＝
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｏ
Ａ
ｓ

上／ MANABIYA が開催する学びと対話がテーマのカフェ「D&S 珈琲」
下／自分らしく働くしごと交流会（ワーカーズコープと共催、2023 年 12 月）

東京都豊島区南大塚 1-2-14　設立：2023年1月　スタッフ数：20 人　
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さ
な
活
動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
生
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
、
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
。

学
ん
だ
こ
と
が
活
動
に
な
り
、
活
動
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
発
信
す
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡

大
し
て
い
く
。「
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
か
ら
か

も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
社
会
的
な
活
動
を

し
て
い
る
学
生
の
情
報
交
換
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
」
と
当
時
の
状
況
を

振
り
返
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
て
の
交
流

か
ら
、
活
動
的
な
学
生
や
、
団
体
を
立
ち
上

げ
た
い
学
生
が
た
く
さ
ん
い
る
と
気
づ
き
、

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
や
そ
の
関
わ
り
を
通

し
て
自
分
自
身
が
変
化
し
て
い
く
面
白
さ
を

実
感
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ａ
ｓ
の
活
動
の
広
が
り
と　

法
人
化

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
の
面
白

さ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
い
い
の
か
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
考
え
て
中
間

支
援
の
よ
う
な
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
同
世

代
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
た
ら
、
22
年
５
月

頃
に
三
つ
の
具
体
的
な
活
動
が
立
ち
上
が
っ

た
。
①
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ａ
、
②
Ｃ
ａ
ｔ
Ｃ

ａ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ
、
③
学
生
協
同
会
議
だ
。
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ａ
は
、「
学
び
の
拠
点
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
た
学
生
と
社
会
人
が
と
も

に
学
び
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
。
学
生
に

と
っ
て
は
、
学
校
で
の
学
び
と
社
会
の
実
態

が
結
び
つ
き
に
く
く
、社
会
人
に
と
っ
て
は
、

意
識
的
に
学
ぶ
時
間
を
確
保
し
に
く
い
と
い

う
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
日
常
に

あ
ふ
れ
て
い
る
出
来
事
を
学
生
と
社
会
人
が

と
も
に
振
り
返
り
な
が
ら
、
気
づ
き
学
び
合

う
場
を
作
っ
て
い
る
。
保
育
士
や
教
員
な
ど

社
会
で
活
躍
す
る
人
々
の
話
題
提
供
か
ら
、

大
学
で
の
学
び
を
よ
り
具
体
化
す
る
と
い
っ

た
企
画
を
生
み
出
し
て
き
た
。

　

Ｃ
ａ
ｔ
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ
は
、「
猫
の
よ
う

に
自
由
な
キ
ャ
リ
ア
を
描
く
」
を
テ
ー
マ
に

働
き
方
や
生
き
方
を
考
え
る
場
づ
く
り
だ
。

高
校
生
や
大
学
生
が
卒
業
後
の
進
路
を
考
え

る
際
、
身
近
な
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る

こ
と
が
多
い
。
進
路
を
相
談
で
き
る
身
近
な

人
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
活

動
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
を
借
り
た

高
校
生
へ
の
学
習
支
援
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
交
流
を
広
げ
る
機
会
づ
く
り
も

あ
る
。

　
学
生
協
同
会
議
は
、
活
動
に
参
加
す
る
学

生
同
士
で
新
し
く
企
画
を
作
っ
て
い
く
場

だ
。
Ｃ
ａ
ｔ
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ
を
通
し
て
出

合
っ
た
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
民

主
的
な
運
営
方
式
を
、
Ｃ
Ｏ
Ａ
ｓ
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
い
る
。
活
動
の
具
体
的
な
内
容
は

決
め
ず
に
「
誰
か
の
や
っ
て
み
た
い
！
」
を

み
ん
な
で
形
に
し
て
い
く
と
い
う
、
組
織
の

中
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
応
援
す
る
取
り
組

み
だ
。
初
年
度
は
「
畑
を
借
り
て
野
菜
づ
く

り
を
事
業
に
し
た
い
！
」
と
い
う
声
か
ら
、

借
り
た
畑
の
共
同
管
理
活
動
が
実
現
し
た
。　

学
び
を
楽
し
め
る　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
へ

　
活
動
が
軌
道
に
乗
り
始
め
、
今
後
の
運
営

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
時
に
、
あ
る
団
体

か
ら
業
務
委
託
の
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
23

年
１
月
の
一
般
社
団
法
人
化
を
後
押
し
し

た
。

　
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
「
や
れ
る
こ
と
が
あ

る
な
ら
法
人
格
を
取
ろ
う
か
、
く
ら
い
の
感

覚
だ
っ
た
」
と
話
す
。
そ
の
一
方
で
、
法
人

化
に
合
わ
せ
て
、
大
学
を
１
年
間
休
学
し
て

活
動
に
集
中
す
る
覚
悟
も
決
め
た
。
現
在
、

事
業
内
容
や
運
営
方
法
を
見
直
し
て
い
る
最

中
だ
と
い
う
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
で
経
営
を
成

り
立
た
せ
る
の
は
正
直
、
難
し
い
。
け
ど
、

共
感
し
て
く
だ
さ
る
人
た
ち
か
ら
の
仕
事
の

依
頼
や
、寄
付
な
ど
で
活
動
が
継
続
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
つ
な
が
っ
て
き
た
多
く

の
若
者
・
社
会
人
や
団
体
、
企
業
が
Ｃ
Ｏ
Ａ

ｓ
を
中
心
に
協
同
し
合
え
る
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
創
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

事
務
局
を
担
う
「
社
会
的
連
帯
経
済
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
通
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・

オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
言
葉
に
出
合
っ

た
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
Ａ
ｓ
で
目
指
し
て
い
る
活

動
の
形
を
言
語
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
出
会
っ
て
、
価
値
観

の
ズ
レ
も
含
め
て
認
め
合
っ
て
、
そ
れ
が
新

し
い
気
づ
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
」
と
高
木
さ
ん
は
語
る
。　
　

編
集
委
員　

竹
内 

友
章

　
＂＂


２
０
０
１
年
、
東
京
生
ま
れ
。
20
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時

期
に
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
入
学
。
入
学

後
、現
在
ま
で
に
六
つ
の
学
生
団
体
を
設
立
。
23
年
は
、

大
学
を
休
学
し
、
自
己
実
現
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
あ
る
「
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｏ
Ａ
ｓ
」
を
設
立
。
代
表

理
事
を
務
め
る
傍
ら
、
二
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
局
や
大

学
の
研
究
室
の
助
手
な
ど
も
務
め
る
。

高
木 

裕
人
さ
ん

CatCareer の活動に参加す
る高校生と大学生の交流を
目的とした BBQ 企画
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Ｗホ

イ

ー

ル

チ

ェ

ア

ー

ｈ
ｅ
ｅ
ｌ
ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

ｃ
カ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ 

Ｓス

プ

リ

ン

グ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

第93回

豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
作
ら
れ
た
街
道
、
本
町
通
。
Ｗ
ｈ-

ｅ
ｅ
ｌ
ｃ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
は
こ

の
古
道
沿
い
、
伏
見
稲
荷
大
社
に
近
い
京
都
市
東
山
区
の
マ
ン

シ
ョ
ン
１
階
に
入
居
す
る
。
オ
ー
プ
ン
は
２
０
２
３
年
12
月
。

外
観
は
普
通
の
カ
フ
ェ
だ
が
、
店
内
に
入
る
と
、
壁
ぎ
わ
の
ベ

ン
チ
席
以
外
は
す
べ
て
車
い
す
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
こ

の
時
点
で
、
場
違
い
な
と
こ
ろ
に
来
た
と
あ
わ
て
て
退
店
す
る

客
も
い
る
が
、
多
く
は
興
味
を
も
っ
て
着
席
す
る
と
い
う
。
も

ち
ろ
ん
車
い
す
利
用
者
に
と
っ
て
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
安
心
ス

ペ
ー
ス
だ
。
健
常
者
も
車
い
す
の
ま
ま
店
内
を
移
動
し
、
ト
イ

レ
を
利
用
す
る
な
ど
の
体
験
が
で
き
、
同
行
者
に
車
い
す
利
用

者
が
い
な
く
て
も
、
話
題
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

　
運
営
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
む
け
旅
行
支
援
事
業
な
ど
を
手

が
け
る
株
式
会
社
、
サ
ポ
ー
ト
ど
れ
み
。
代
表
の
中
村
敦
美
さ

ん
は
、
義
母
の
介
護
経
験
を
き
っ
か
け
に
起
業
し
、
仕
事
を
通

じ
て
日
本
の
観
光
地
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
飲
食
店
が
ま
だ
ま
だ

少
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
し
て
「
多
く
の
方
が
車
い
す
に

触
れ
る
こ
と
で
、
障
害
者
の
方
を
手
助
け
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
た
い
」
と
、
国
内
で
は
前
例
が
な
い
車
い
す
カ
フ
ェ
の
開
業

を
着
想
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
店
内
に
置
く
車

い
す
約
20
台
の
購
入
費
用
を
募
る
と
、
目
標
額
の
約
１・
７
倍

の
支
援
金
が
集
ま
っ
た
。

　
カ
フ
ェ
は
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
」
と
し
て
整
備
。

障
害
者
ス
タ
ッ
フ
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
ラ
ン
チ
セ
ッ

ト
に
も
付
く
生
味み

噌そ

の
味
噌
汁
の
素
、「
み
そ
ぽ
ん
」
等
の
製

造
を
担
う
。
ビ
ー
ガ
ン
や
嚥え

ん
下げ

障
害
に
対
応
し
た
メ
ニ
ュ
ー
も

開
発
し
、
他
店
で
は
難
し
か
っ
た
嚥
下
障
害
当
事
者
の
誕
生

パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
利
用
さ
れ
、
好
評
を
得
た
。
営
業
時
間
外
の

貸
し
切
り
も
相
談
に
応
じ
る
。多
目
的
に
利
用
し
た
い
空
間
だ
。

編
集
委
員　

村
岡 

正
司

Wheelchair cafe
SPRING
京都市東山区本町22丁目
516 カントリーベア1F
電話 075-708-3344
障害者専用駐車場あり

（1台分、要予約）
通常の営業時間
10：30～16：30
火曜・日曜休み

NPOとは何か 
災害ボランティア、地域の居場
所から気候変動対策まで
宮垣元 著
中央公論新社、2024年6月
1078円（税込）

NPO って何？」と聞か
れると、筆者はいつも

説明に迷う。その人がどう
思っているのか聞くと、たい
てい誤解している点が出てく
るので、それを解いてごまか
すことが多い。
　そのように説明しにくく、
また人によって認識の差が大
きい NPO について、正面か
ら全体像を描いているのが本
書だ。著者は 2014 ～ 16
年に本誌「ソシオ」に寄稿い
ただいた宮垣元氏。多様で複
雑な NPO について「複雑な
ものを簡単に説明することよ
りも、なぜ複雑に見えるのか
の方に関心の重点を置く」（あ
とがき）ことによって、適切
に理解してもらおうと試みて

いる。
　まず実態について、サービ
スと運動の両面があること、
人々の関わり方が多様である
こと、組織の性格や役割が複
雑であることなどが丁寧に述
べられる。NPO 法人の実態、
任意団体の実態などの統計数
値も豊富だ。
　次に、NPO の歴史が古代

（！）から戦前、戦後、現在
に至るまで詳説される。その
後、社会における NPO の存
在や役割が学術的にどのよう
に分析されてきたかという、

「NPO 論」の俯
ふ

瞰
かん

がなされ
る。豊富な参考文献と「年表」
は、NPO について何か調べ
る際にも役立つだろう。
　これだけの幅を扱いなが

ら、どのテーマも内容がバラ
ンスよく取り上げられている
ことに驚く。そのぶん具体例
やエピソードなどは少なく、
NPO について本当に何も知
らない読者には、抽象的・概
念的で理解しにくいくだりが
あるかもしれない。サブタイ
トルに「災害ボランティア、
地域の居場所から気候変動対
策まで」とあるが、想起され
るような活動図鑑的な本では
ない。むしろ、市民活動に関
わったことがある人が、自分
の経験や知識で補いながら
NPO というものを客観的に
とらえなおして概観するのに
最適だと思う。NPO 研究の
入門としても、必読の 1 冊。

編集委員　百瀬 真友美

10 月からの新メ
ニュー、おむす
びサンドとみそ
ぽん（各種）

提供（全て）＝ Wheelchair cafe SPRING
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（
注
）
ウ
ォ
ロ
５
４
２
（
２
０
２
２
年
４
月
・
５
月
）
号
の
共
感
シ
ネ
マ
館
に
て
紹
介
。

第86回

第64回

イラスト：杉浦 健

2012年、監督作『ドコニモイケナイ』で日
本映画監督協会新人賞受賞。監督最新
作は『二十歳の息子』（23年公開）。プロ
デュース作品に『桜の樹の下』『帆花』があ
る。現在、日本映画大学准教授。「ドキュメ
ンタリー映画って、 観るよりも作る方が数
十倍面白いよ！」といつも思います。

●今月の館主

島
しま

田
だ

 隆
りゅう

一
いち

２
年
ほ
ど
前
、
あ
る
先
輩
か
ら

紹
介
さ
れ
た
の
が
寺
田
靖や
す

範の
り

監
督
だ
っ
た
。
出
身
校
の
大
先
輩
で
あ

り
、『
妻
は
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
』
と
い
う

映
画
の
監
督
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
、

仰
ぎ
見
る
よ
う
な
存
在
の
人
だ
っ
た
。

　
当
時
私
は
、『
帆ほ
の

花か

』
と
い
う
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー（
注
）に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
。『
帆
花
』
は
、

生
後
す
ぐ
に
「
脳
死
に
近
い
状
態
」
と

宣
告
さ
れ
た
帆
花
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族

の
日
常
を
つ
づ
っ
た
作
品
で
あ
る
。
寺

田
監
督
は
そ
れ
を
劇
場
で
観み

て
連
絡
を

く
れ
た
。
何
度
か
の
や
り
取
り
の
後
、

監
督
か
ら
「
制
作
途
中
の
新
作
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

私
は
そ
の
未
完
成
の
映
画
を
観
な
が

ら
、
帆
花
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
思
っ
て
い

た
。寺
田
監
督
が
撮
影
し
て
い
た
の
は
、

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
西
田
江
里
さ
ん

と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
の
関
係
を
描
い
た
作
品
で
あ
っ
た
か

ら
だ
。
映
画
の
雰
囲
気
や
テ
ー
マ
は
違

え
ど
、『
帆
花
』
と
多
く
の
部
分
で
共

通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
当
時
の
私
は
『
帆
花
』
の
公
開
が
一

段
落
し
、
胸
を
な
で
お
ろ
す
の
と
同
時

に
、
あ
る
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
た
。

そ
も
そ
も
映
画
の
認
知
度
を
広
め
る
以

前
の
問
題
と
し
て
、
今
の
日
本
に
お
い

て
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
人
た
ち
の
存

在
が
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と

感
じ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
多
く
の
人

に
届
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
煩は
ん

悶も
ん

を
繰
り
返

す
日
々
の
中
、
私
は
こ
の
未
完
成
の
映

画
を
通
じ
て
江
里
さ
ん
に
出
会
っ
た
。

江
里
さ
ん
は
重
い
障
害
を
抱
え
な
が
ら

も
、
絵
を
描
い
た
り
、
気
管
切
開
の
手

術
を
受
け
た
り
と
、
懸
命
に
今
を
生
き

て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
母
親

の
良
枝
さ
ん
や
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
人
た

ち
と
の
生
活
も
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い

た
。
当
た
り
前
だ
が
、
帆
花
ち
ゃ
ん
と

は
違
う
人
生
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
映
画
も
多
く
の
人
に
観
て
も

ら
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
作
品
だ
な
と

思
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
私
は
、
そ
れ

を
帆
花
ち
ゃ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
宿
題
で

あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
か
く
し
て
私
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
監
督
の
新
作
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
１
年
以
上
の
編

集
作
業
を
経
て
『
江
里
は
み
ん
な
と
生

き
て
い
く
』
と
い
う
作
品
と
し
て
完
成

し
た
。

　
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
人
の
中
に
は
、

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の

生
活
と
は
縁
遠
い
人
も
多
く
い
る
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
ス
ク
リ
ー

ン
の
中
の
江
里
さ
ん
に
出
会
っ
て
ほ
し

い
と
強
く
願
っ
て
い
る
。

今
月
の
作
品

『
江
里
は
み
ん
な
と
生
き
て
い
く
』

本書 は、 毎 日 新 聞 で
2020 年 4 月から 22

年 3 月にわたって連載され
た「斎藤幸平の分岐点ニッポ
ン」を書籍化したものである。
　著者はカール・マルクス思
想の研究者で、経済格差や環
境破壊を生み出す資本主義の
現状に怒りを持ち、これを超
克できないか模索している。
　連載期間中コロナ禍が重な
り、多くの制限や企画自体の
断念があったなか、著者自ら
ウーバーイーツの配達を体験
する、人間の都合で害獣とし
て処分されるシカを食肉化し
て活用する現場に出かけるな
ど、多くの体験を伴う取材を
行った。
　著者は 2 年間の連載をふ

り返るなかで、ある悩みを打
ち明ける。それは社会を変え
たいと切望している自分自身
が、男性、東京出身、高学歴
の大学教員という今の競争社
会での成功者で、他者の立場
を想像する力が欠如していな
いか。そんな自分の「わかっ
たつもり」の発信が、結果と
して公害被害者など当事者に
不快な思いをさせてはいない
か―ということだ。
　だが福島県を訪れた際、

「共事者」、つまり当事者と非
当事者がさまざまな違いや
立場を超え「事を共にする」
概念を知った。現場で他者
と出会い、自らの問題に向
き合って「一から学び直す」
ことで想像力の欠如を補え

るのではと考える。
　実際、「当事者／支援者」、

「被害者／加害者」といった
二元論的な立場を超えた社会
変革は始まっていて、たとえ
ばかつての被差別部落地域で
これまで培ってきた就労支援
などのノウハウを生かしつ
つ、空き地を活用した地域住
民の交流活動などがある。そ
うした実践事例を紹介する。
　そして、非当事者としての
マジョリティーの、社会問題
に対する無関心や忘却に警鐘
を鳴らし、「共事者」として
自ら声をあげ、誰もがより生
きやすい社会を作っていくと
決意する。

編集委員　阿部 太極

ぼくはウーバーで捻挫し、
山でシカと闘い、水俣で
泣いた 
斎藤幸平 著
KADOKAWA、2022年11月
1650円（税込）

監督：寺田靖範　　撮影：水戸孝造　　音楽：飯田俊明
プロデューサー：島田隆一   二見幸
配給・宣伝：おもしろ制作　配給・宣伝協力：JyaJya Films
ドキュメンタリー｜ 2024 年｜日本｜ 91 分 ｜ DCP

10 月 26 日よりポレポレ東中野、12 月 14 日より第七藝術
劇場ほか。上映情報は https://eri-movie.com/

© おもしろ制作


